
農業の話をしようよ！
JA前橋市のキャッチコピー

笑顔と信頼　広げよう「ありがとう」の気持ち
2025

12

ホームページをリニューアルしました！
ホームページアドレス
http://www.jagunma.net/maebashi/

ＪＡ前橋市公式Instagramを始めました！
イベントの告知など様々な情報をお届けします

産直ゆうあい館Instagram更新中！
フォローやいいねをお願いします

▲イメージキャラクター
　「じゃじゃゴン」

師
 し わす

走 /１年の終わりで忙しく、師匠も思わず走り出す月の意　花暦 /山茶花（さざんか）…謙虚　誕生石 /トルコ石…成功・繁栄

～「食」と「農」にふれあうイベント盛りだくさん！～
前橋市農業まつりが盛大に開催 《表紙紹介は２ページ》　　　
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▲農家の方々へ感謝の気持ちを
　込めたイラストやメッセージ ▲畜産部による乳しぼり体験 ▲新採用職員による輪投げ

で安全・安心な前橋産農畜産物をＰＲ前橋市農業まつり前橋市農業まつり

▲１分間でチャレンジ！
　タマネギ詰め放題

▲女性組織協議会による
　秋の味覚おこわの販売 ▲産直部会による新鮮野菜販売

　

前
橋
市
農
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
群

馬
県
、
前
橋
市
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
前

橋
市
、
女
性
協
）
は
11
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
前

橋
市
本
所
で
「
前
橋
市
農
業
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
業
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、「
食
」

と
「
農
」
に
触
れ
合
う
様
々
な
催
し
を
通

じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者
が
相
互
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
前
橋
八
木
節
協
会
に

よ
る
八
木
節
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
目
玉
企
画
で
あ
る
東
京
新
宿
ベ

ジ
フ
ル
株
式
会
社
の
競
り
人
に
よ
る
本
格

的
な
青
果
物
の
競
り
や
野
菜
の
詰
め
放
題

が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
ブ
ー
ス
で
は
、
産
直
部
会
員

に
よ
る
新
鮮
な
前
橋
産
野
菜
の
販
売
、
Ｊ

Ａ
女
性
協
に
よ
る
秋
の
味
覚
お
こ
わ
の
販

売
、
勢
多
農
林
高
校
生
に
よ
る
焼
き
菓
子

の
販
売
、
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
に
よ
る
認
証
品
の
販
売
、
Ｊ
Ａ
新
採
用

職
員
に
よ
る
輪
投
げ
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
買
い
物
を
す
る
と
も
ら
え
る
抽

選
券
３
枚
で
挑
戦
で
き
る
抽
選
会
も
好
評

で
し
た
。

　

会
場
に
用
意
さ
れ
た
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
イ
ラ

ス
ト
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
、

生
産
者
へ
感
謝
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
畜
産
部
に
よ
る
乳
し
ぼ
り
体
験

や
営
農
部
に
よ
る
親
子
き
ゅ
う
り
収
穫
体

験
＆
き
ゅ
う
り
・
な
す
選
果
場
見
学
ツ
ア

ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
消
防
車
な
ど
の
は
た

ら
く
く
る
ま
の
展
示
な
ど
親
子
で
楽
し
め

る
体
験
を
多
数
開
催
し
、
会
場
は
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

▲大勢の参加者で盛り上がった青果物競り

▲抽選会に参加する来場者



芳
賀
地
区
の
畜
魂
供
養
祭

　

審
査
に
お
い
て
、
細
野
さ
ん
が
未
経
産

第
２
部
お
よ
び
経
産
第
７
部
で
そ
れ
ぞ
れ

優
等
賞
１
席
を
受
賞
。
さ
ら
に
、
未
経
産

（
ジ
ュ
ニ
ア
）
の
部
で
栄
え
あ
る
準
名
誉
賞

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
須
藤
さ
ん
が
経
産
第
６
部
で
優

等
賞
１
席
、
砥
上
さ
ん
が
経
産
第
９
部
で

１
等
賞
２
席
を
受
賞
す
る
な
ど
、
素
晴
ら

し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
10
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
北
部

支
所
敷
地
内
で
芳
賀
地
区
畜
魂
碑
の
移
転

完
了
に
合
わ
せ
、
芳
賀
地
区
畜
魂
供
養
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

芳
賀
地
区
畜
魂
碑
は
、
昭
和
52
年
12
月

に
旧
芳
賀
支
所
に
建
立
さ
れ
て
以
来
、
地

域
の
畜
産
業
を
支
え
て
き
た
家
畜
へ
の
感

謝
と
慰
霊
、
そ
し
て
畜
産
の
健
や
か
な
成

長
と
畜
産
業
の
発
展
を
願
う
象
徴
と
し
て

長
年
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
後
世
に
想

い
を
つ
な
ぐ
べ
く
、
今
回
新
た
に
御
影
石

に
は
め
込
ん
だ
碑
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

供
養
祭
に
は
、
地
元
生
産
者
や
理
事
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
13
人
が
参
列
。
小
坂
子

八
幡
神
社
の
角
田
孝
宮
司
に
よ
る
神
事
が

執
り
行
わ
れ
、
尊
い
生
命
を
犠
牲
に
し
た

家
畜
へ
の
感
謝
と
御
霊
の
冥
福
を
祈
念
し
、

参
列
者
は
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。

▲準名誉賞を受賞した細野さん
ご家族と出品牛▲優等賞１席を受賞した須藤さん夫妻と従業員の皆さん

▲家畜への感謝、御霊の冥福を祈念
する関係者

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
和
牛
改
良
組
合
は
11
月
10

日
、
富
士
見
町
の
畜
産
試
験
場
で
開
か
れ

た
第
29
回
群
馬
県
畜
産
共
進
会
繁
殖
和
牛

の
部
に
お
い
て
、茂
木
町
の
岡
田
泰
平
さ
ん
、

富
士
見
町
の
新
井
孝
一
さ
ん
、
柏
倉
町
の

六
本
木
実
さ
ん
、富
田
町
の
大
沢
和
幸
さ
ん
、

富
士
見
町
の
下
田
輝
幸
さ
ん
の
５
人
が
繁

殖
和
牛
５
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

出
品
牛
は
搬
入
後
順
次
測
尺
さ
れ
、
体

高
・
胸
囲
・
胸
深
・
尻
長
・
か
ん
幅
等
を

測
定
。
審
査
の
結
果
、
新
井
孝
一
さ
ん
が

未
経
産
第
２
部
に
お
い
て
優
等
賞
１
席
を

受
賞
し
、
審
査
講
評
に
お
い
て
も
発
育
良

好
で
体
積
豊
か
と
評
さ
れ
ま
し
た
。
富
士

見
町
の
下
田
輝
幸
さ
ん
が
経
産
第
５
部
で

１
等
賞
１
席
、
茂
木
町
の
岡
田
泰
平
さ
ん

が
未
経
産
第
１
部
で
１
等
賞
２
席
を
受
賞

す
る
な
ど
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
坂
子
町
の
角
田
友
安
さ
ん
の

飼
育
す
る
牛
が
繁
殖
成
績
優
秀
牛
と
し
て
、

全
国
和
牛
登
録
協
会
の
令
和
７
年
度
連
産

表
彰
牛
に
選
ば
れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
管
内
生
産
者
は
11
月
17
日
、

富
士
見
町
の
畜
産
試
験
場
で
開
か
れ
た
第

29
回
群
馬
県
畜
産
共
進
会
乳
牛
の
部
に
参

加
し
、
下
増
田
町
の
細
野
孝
之
さ
ん
、
泉

沢
町
の
須
藤
晃
さ
ん
、
荻
窪
町
の
砥
上
拓

弥
さ
ん
が
乳
牛
７
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。

▲優等賞１席を受賞した新井孝一さん
　と出品牛

▲表彰を受けた
　角田友安さん

▲審査される出品牛

第
29
回
群
馬
県
畜
産
共
進
会

　

繁
殖
和
牛
の
部
で

　

新
井
孝
一
さ
ん
が
優
等
賞

第
29
回
群
馬
県
畜
産
共
進
会

　

乳
牛
の
部
で
優
等
賞
多
数
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そ
の
他
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
、

入
賞
・
敢
闘
賞
を
受
賞
さ
れ
た
出
場
者
の

皆
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

︻
入
賞
︼

第
６
位　

村
田
き
よ
子
さ
ん

西
片
貝
町
チ
ー
ム
（
桂
萱
支
所
）

︻
敢
闘
賞
︼

第
10
位　

中
嶋
芳
明
さ
ん

上
泉
３
・
４
区
チ
ー
ム
（
桂
萱
支
所
）

第
11
位　

吉
澤
矩
介
さ
ん

鶴
光
路
町
チ
ー
ム
（
南
部
支
所
）

第
12
位　

石
原
誠
治
さ
ん

女
渕
Ａ
チ
ー
ム
（
宮
城
・
粕
川
支
所
）

第
14
位　

井
上
禎
一
さ
ん

女
渕
Ａ
チ
ー
ム
（
宮
城
・
粕
川
支
所
）

 　

大
会
に
は
、
県
内
14
Ｊ
Ａ
の
年
金
友

の
会
の
会
員
総
勢
２
９
１
人
が
参
加
。
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
、
白
熱
し

た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▶
第
３
位
の
成
績
を
収
め
た
村
田
さ
ん

　

群
馬
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
10
月
22
日
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
27

回
群
馬
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
を
代
表
し
て
出
場
し
た
日

輪
寺
チ
ー
ム
（
南
橘
支
所
）
所
属
の
木
内

賢
一
さ
ん
が
、
男
女
別
表
彰
に
お
い
て
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　　

ま
た
、西
片
貝
町
チ
ー
ム
（
桂
萱
支
所
）

所
属
の
村
田
紀
好
さ
ん
が
第
３
位
の
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

第
27
回
群
馬
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で

木
内
賢
一
さ
ん
が
見
事
優
勝
！

高
崎
健
康
福
祉
大
学
生
の

短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
10
月
27
日
〜
31
日
、
高

崎
健
康
福
祉
大
学
３
年
生
の
短
期
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
大
学
生
活
に
お
け
る
望
ま

し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
し
、
就
業

意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
事

業
体
と
し
て
の
Ｊ
Ａ
の
役
割
を
次
世
代
に

周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
中
央
支
所
で
金
融
・
共
済

窓
口
業
務
を
見
学
し
た
ほ
か
、
野
菜
集
荷

場
、
き
ゅ
う
り
・
な
す
選
果
場
な
ど
の
施

設
を
訪
問
。
ま
た
、
産
直
ゆ
う
あ
い
館
で

商
品
陳
列
な
ど
の
体
験
を
実
施
し
た
ほ
か
、

ネ
ギ
、
施
設
キ
ュ
ウ
リ
の
圃
場
で
生
産
者

か
ら
栽
培
管
理
の
方
法
や
農
業
の
楽
し
さ
、

苦
労
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▲生産者から栽培方法などを学ぶ学生たち㊧

▶
見
事
優
勝
に
輝
い
た
木
内
さ
ん
㊥
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ＪＡ前橋市

自己改革実践レポート
全体戦略『農業者の所得増大・生産拡大に向けた取り組み』

▲露地ナス栽培について説明するＪＡ職員と説明会に臨む参加者

　ＪＡ前橋市は10月28日、同市江木町のＪＡアグリサポートセンターで、来年から新たに露地ナス栽

培を始める人や、栽培を検討している人を対象とした露地ナス新規栽培導入者説明会を開催しました。

　ＪＡでは、ナスを野菜重点８品目の１つに位置づけ、生産振興に力を入れており、なかでも露地ナ

スは長期間にわたり安定した出荷ができることから、所得が確保しやすい品目として毎年５人ほどが

新規に栽培を始めています。

　説明会では、ＪＡの営農部生産振興課の角田美也子担当が露地ナス栽培のメリットについて説明。

主なポイントとして①収穫期間が長く、その期間は毎日収入があること②他の作物と比べ、比較的単

価が安定していること③生育ステージごとの作業がある程度マニュアル化されているため栽培しやす

いこと④ＪＡ主催の栽培講習会や県中部農業事務所と連携した生産者ほ場への巡回指導などの支援が

充実していることの４点を挙げた他、ＤＢ（ダンボール）出荷や選果場出荷の方法、出荷規格などに

ついて触れました。続いて、中部農業事務所担い手・園芸課の今泉日菜技師が、露地ナス栽培の一連

の作業内容や土壌分析の重要性について解説し、参加者は熱心に耳を傾けました。

　ＪＡの営農部生産振興課の熊川和也課長は「継続的な現地巡回指導や勉強会の実施など支援体制を

充実させ、安定した栽培導入を実現できるよう全力でサポートしていきたい」と意気込みました。

　現在、同ＪＡを通じて出荷する露地ナス生産者は166人で作付面積は31㌶にのぼります。
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前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
肉
牛
肥
育
部
会
は
11
月

７
日
、（
株
）
群
馬
県
食
肉
卸
売
市
場
で
Ｊ

Ａ
前
橋
市
肉
牛
肥
育
部
会
肉
牛
枝
肉
共
進

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
で
は
、
肉
牛
肥
育
部
会
に
所
属

す
る
肉
牛
生
産
者
が
和
牛
17
頭
、
交
雑
牛

59
頭
、合
わ
せ
て
76
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

肉
質
の
等
級
、
脂
肪
交
雑
、
歩
留
り
な

ど
枝
肉
の
状
態
を
基
準
に
し
た
審
査
に
お

い
て
、
和
牛
の
部
で
は
（
株
）
境
野
牧
場

の
境
野
博
之
さ
ん
、
交
雑
牛
の
部
で
は

（
株
）
阿
久
澤
牧
場
の
阿
久
澤
和
明
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
清
里
園
芸
部
会
は
11
月
17

日
、
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
の
目
揃
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

目
揃
え
会
で
は
、
営
農
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
が
Ｄ
Ｂ
出
荷
の
計
量
区
分
ご
と
の
詰

め
方
や
11
月
か
ら
３
月
末
ま
で
の
鮮
度
保

持
袋
の
使
用
徹
底
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

参
加
者
は
、
実
際
に
箱
詰
め
さ
れ
た
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
を
見
本
に
、
出
荷
規
格
や
詰
め

方
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

出
荷
時
の
注
意
事
項
と
し
て
、
開
花
や

変
色
し
た
も
の
は
混
入
し
な
い
よ
う
注
意

す
る
こ
と
や
、全
長
16
〜
17
セ
ン
チ
と
し
、

切
り
面
を
平
ら
に
切
る
こ
と
、
外
葉
は
花

蕾
の
幅
に
切
り
揃
え
る
こ
と
、
雨
の
日
は

よ
く
水
切
り
を
す
る
こ
と
な
ど
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
清
里
園
芸
部
会
は
10
月
31

日
、
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
の
目
揃
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

目
揃
え
会
で
は
、
営
農
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
が
計
量
区
分
Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ
の
茎
葉
の

長
さ
や
１
袋
の
株
数
、
荷
造
り
方
法
な
ど

を
丁
寧
に
説
明
し
た
の
ち
、
実
際
に
箱
詰

め
さ
れ
た
Ａ
品
の
出
荷
物
を
見
本
と
し
て

参
加
者
全
員
が
確
認
し
ま
し
た
。

　

出
荷
時
の
注
意
事
項
と
し
て
、
葉
や
根

に
は
水
を
つ
け
な
い
よ
う
心
掛
け
、
か
い

わ
れ
や
土
砂
、枯
葉
を
取
り
除
く
こ
と
や
、

大
き
さ
を
揃
え
て
量
目
不
足
の
な
い
よ
う

注
意
し
て
選
別
す
る
こ
と
な
ど
を
参
加
者

へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

大
胡
支
所
は
10
月
24
日
、
東
部
営
農
セ

ン
タ
ー
、大
胡
農
業
青
年
会
協
力
の
も
と
、

河
原
浜
町
の
水
田
で
稲
刈
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

大
胡
東
小
学
校
、
大
胡
小
学
校
、
滝
窪

小
学
校
の
５
年
生
が
参
加
し
、
大
胡
農
業

青
年
会
の
吉
原
会
長
か
ら
刈
り
方
の
説
明

を
受
け
、手
鎌
で
稲
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

圃
場
は
６
月
に
田
植
え
を
行
っ
た
水
田
で
、

順
調
に
育
っ
た
も
ち
米
が
無
事
に
収
穫
と

な
り
ま
し
た
。
稲
刈
り
に
は
、
田
ん
ぼ
を

見
守
る
案
山
子
を
手
作
り
し
た
、
市
立
お

お
ご
幼
稚
園
の
園
児
も
応
援
に
駆
け
付
け
、

圃
場
に
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

大
胡
支
所
の
吉
﨑
重
男
支
所
長
は
「
食

と
農
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
将

来
に
わ
た
っ
て
農
業
に
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

▲セリにかけられる牛枝肉を確認する買受人

▲出荷物を見ながら規格を確認する参加者

▲出荷物を手に取り規格を確認する参加者

▲たわわに実った稲を刈る児童たち

清
里
園
芸
部
会
の

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
目
揃
え
会

清
里
園
芸
部
会
の

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
目
揃
え
会

大
胡
支
所
で

　

小
学
生
が
稲
刈
り
体
験

肉
牛
肥
育
部
会
肉
牛
枝
肉
共
進
会
に
て

  
境
野
博
之
さ
ん
、

  
阿
久
澤
和
明
さ
ん
が
最
優
秀
賞
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西
部
支
所
は
11
月
９
日
、
箱
田
町
の
東

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

西
部
支
所
の
職
員
は
、
東
女
性
部
員
と

と
も
に
、
西
部
支
所
管
内
で
採
れ
た
新
鮮

野
菜
や
み
そ
田
楽
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
。

手
頃
な
価
格
で
購
入
で
き
る
と
大
好
評
で

し
た
。

　

文
化
祭
で
は
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
販
売

や
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

西
部
支
所
の
湯
浅
博
之
支
所
長
は
「
今

後
も
積
極
的
に
地
域
住
民
の
皆
様
と
の
交

流
を
図
り
、
地
域
に
根
付
い
た
組
織
づ
く

り
に
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
前
橋
青
年
部
は
11
月
13
日
、

泉
沢
町
の
圃
場
に
地
元
の
園
児
を
招
待
し
、

カ
ブ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
桃
の
瀬
幼
稚
園
の
園
児
40
人

が
参
加
。
山
田
康
平
部
長
は
「
み
ん
な
で

楽
し
く
収
穫
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、

カ
ブ
の
収
穫
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
青
年
部
員
に
収

穫
の
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
大
き
な
カ

ブ
を
見
つ
け
て
は
次
々
と
引
き
抜
き
、
収

穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

前
橋
青
年
部
は
、今
後
も
「
食
」と
「
農
」

の
つ
な
が
り
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
た

め
、
食
農
教
育
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
10
月
29
日
、
地
産
地
消

セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
女
性
大
学
第

４
期
生
を
対
象
と
し
た
料
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
女
性
大
学
生
や
Ｊ
Ａ
職
員
な

ど
30
人
が
参
加
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
、
子
連
れ
の
参
加
者
も
安
心
し
て
参
加

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
を
務
め
、
地
粉
を
使

っ
た
ハ
ム
ロ
ー
ル
パ
ン
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
作
り
に
挑
戦
。
参
加
者
は
会
話
を
弾
ま

せ
な
が
ら
、
手
際
よ
く
生
地
作
り
や
成
形

な
ど
の
作
業
を
す
す
め
、
美
味
し
く
焼
き

あ
げ
ま
し
た
。

　

宮
城
支
所
・
粕
川
支
所
、
粕
川
ス
マ
ー

ト
支
所
は
11
月
２
日
、
粕
川
町
の
粕
川
小

学
校
敷
地
内
で
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回
粕

川
元
気
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
や
駄
菓
子
、
米
（
す
く
い
ど
り
）

の
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、
粕
川
町
酪
農
連

絡
協
議
会
協
賛
の
も
と
、
牛
乳
の
無
料
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
る
販
売

や
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

粕
川
ス
マ
ー
ト
支
所
の
松
島
康
二
支
所

長
は
「
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
と
の

交
流
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲地域の方々と交流を深めるＪＡ職員

▲盛況だった野菜や加工品の販売

▲笑顔でカブを収穫する園児たち

▲地粉パン作りで交流を深めた参加者のみなさん

西
部
支
所
が

　

地
域
の
文
化
祭
に
参
加

前
橋
青
年
部
が
地
元
園
児
と

　
　
　
　

カ
ブ
の
収
穫
体
験

女
性
大
学
第
４
期
生
の

　
　
　
　
　

料
理
講
習
会

粕
川
地
区
の

　
　

地
元
ま
つ
り
に
参
加
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金 融 窓 口 営 業 時 間
変 更 の お 知 ら せ

　日頃よりＪＡ前橋市をご利用頂きまして、誠に有難うございます。

　誠に勝手ではございますが、令和８年１月５日（月）より金融窓口の

営業時間を下記のとおり変更させて頂きます。

　お客様には大変ご不便をお掛け致しますが、ご理解、ご協力を賜り�

ますようお願い申し上げます。

記

【 変 更 後 の 営 業 時 間 】

９時00分 ～ 15時00分
（変更前の営業時間）８時45分～15時20分

JA前橋市

詳しくは金融窓口へご確認ください。
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農機自動車燃料部　年末・年始営業スケジュール
27日 28日 29日 30日 31日 １月１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

（土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火）

富士見給油所
（セルフ）

通常営業
7:00～21:00

短縮営業
8:00～
20:00

休業
短縮営業
9:00～
19:00

通常営業
7:00～21:00

JASS-PORT前橋
（セルフ）

通常営業
6:00～22:00

宮城給油所
通常営業

8:00～19:00

短縮営業
9:00～
16:00

休業
通常営業

8:00～19:00

荒砥・粕川
給油所

通常営業
8:00～
18:00

休業
通常営業

8:00～18:00

短縮営業
9:00～
16:00

休業
通常営業

8:00～18:00

芳賀給油所
通常営業
8:30～
18:30

休業
通常営業 短縮営業

9:00～
16:00

休業
通常営業

8:30～18:308:00～
18:30

8:30～
18:30

LPガスセンター
休業※１

電話当番対応　
℡027-261-5599

通常営業
8:30～
17:20

休業※１
電話当番対応　℡027-261-5599

通常営業
8:30～17:20

整備工場 休業
通常営業
8:30～
17:20

休業
通常営業

8:30～17:20

農機センター 休業
通常営業
8:30～
17:20

休業
通常営業

8:30～17:20

※１　ＬＰガスセンターにつきまして、当番が対応します。

ＪＡ前橋市ローンセンター
年末・年始休業のお知らせ

　日頃よりJA前橋市ローンセンターをご利用いただきまして誠にありがとうございます。

　誠に勝手ながら、JA前橋市ローンセンターは下記のとおり年末・年始休業とさせて頂きます。

　期間中は大変ご迷惑をお掛け致しますが、何卒宜しくお願い申し上げます。

記

令和７年12月27日（土）
～

令和８年 １月 ４日（日）
※�　令和８年１月５日（月）より通常営業（営業時間：平日９時～17時30分・日曜日９時～16時、定休日：毎週水曜・
土曜、祝日）となります。
※　休業中のメール・ファックスのお問い合わせ等は令和８年１月５日（月）以降、順次ご対応させて頂きます。

JA前橋市ローンセンター
0120-014-056

【連絡先】
LPガスセンター	 027-261-5599	 荒砥給油所	 027-268-6311	 芳賀給油所	 027-269-3131
JASS-PORT前橋	 027-212-5535	 富士見給油所	 027-288-6790	 宮城給油所	 027-212-2123
粕川給油所	 027-285-5159	
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一般業務

仕事納め

仕事納め

金融業務 食材センター

休

休

休

営業休

休

休

休

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働 休

休

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

年末・年始の営業について（R７－R８）

年末・年始のスケジュール

12月21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

  28日

29日

30日

31日

１月  １ 日

２ 日

３ 日

４ 日

５ 日

６ 日

７ 日

８ 日

12月21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

  28日

29日

30日

31日

１月  １ 日

２ 日

３ 日

４ 日

５ 日

６ 日

７ 日

８ 日

（日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

以降は暦通りの営業です

※ＡＴＭ
休止なし12/31（水）～
1/4（日）は土・日・祝扱い

※ローンセンター
・21日（日）は営業、24日
（水）は定休日
・27日（土）～１/4（日）ま
で休業

12/30（火）は午後３時
閉店

営農部よりお知らせ

各営農センター

物流配送業務

12/26
（金）

12/27
（土）

12/28
（日）

12/29
（月）

12/30
（火）

12/31
（水）

１/１
（木）

１/２
（金）

１/３
（土）

１/４
（日）

１/５
（月）

仕事始め
(通常業務)

仕事始め
(通常業務)

営業

営業

営業

営業

営業
仕事納め
営業営業

ATM稼働

ATM稼働

ATM稼働

営業

営業

営業

産直ゆうあい館

午前中
営業

通常営業

通常営業

通常営業通常営業

通常配送通常配送

※12月26日（金）の受注分については、令和８年１月５日（月）以降の配送になります。

休み休み

休み
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群馬県中部農業事務所

営農情報

　
　

経
営
分
析
は
農
業
経
営
の
﹁
健
康
診
断
﹂

　

身
近
な
例
で
言
え
ば
、
経
営
分
析
は
人
間
の

﹁
健
康
診
断
﹂に
あ
た
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
﹁
一

年
前
よ
り
５
㌔
太
っ
た
﹂
と
い
う
過
去
と
の
比
較

や
、﹁
血
糖
値
が
高
い
﹂
な
ど
と
い
っ
た
基
準
値
と

の
比
較
な
ど
を
通
じ
て
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見

直
す
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
も
健
康
診
断
と
同
じ
よ
う
に
、
経

営
分
析
に
よ
り
記
録
を
数
値
化
し
て
基
準
値
や

経
年
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
定
期
的
に
経
営
状

態
を
把
握
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
対
策
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

決
算
書
を
使
っ
た
経
営
分
析

　

健
康
診
断
で
は
、
病
院
な
ど
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

生
理
検
査
を
行
い
、
そ
の
数
値
を
も
と
に
過
去
や

基
準
値
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す

が
、
経
営
分
析
の
﹁
検
査
デ
ー
タ
﹂
に
あ
た
る
も

の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
記
録
で
す
。﹁
い

ち
い
ち
記
録
な
ん
て
と
っ
て
い
な
い
﹂
と
消
極
的

な
姿
勢
に
な
っ
て
し
ま
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
み
な
さ
ん
、
必
ず
記
録
を
取
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
﹁
決
算
書
﹂
で
す
。
決
算
書
は
、
農

家
の
一
年
の
経
営
を
ま
と
め
た
﹁
通
信
簿
﹂
と
も

い
え
る
重
要
な
資
料
で
す
。

年
次
別
に
数
値
を
記
入
し
傾
向
を
捉
え
る

　

日
本
で
は
、
自
分
の
所
得
と
税
額
を
自
分
で
計

算
し
て
納
税
す
る
﹁
申
告
納
税
制
度
﹂
が
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
を
活
用
し
な
い
手
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
左
記
の
表
に
、
過
去
の
決
算

申
告
書
の
数
字
を
年
次
別
に
記
入
し
、
傾
向
を
捉

え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
表
を
も
と
に
分
析
を
進
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

・
売
上
は
減
少
し
て
い
る
か
？
増
加
し
て
い
る

か
？

・
売
上
が
下
が
っ
た
原
因
は
何
か
？

・
所
得
の
傾
向
は
ど
う
か
？

　

所
得
が
減
っ
た
の
は
売
上
減
少
に
よ
る
も
の

か
？
経
費
増
加
に
よ
る
も
の
か
？

・
経
費
を
押
し
上
げ
て
い
る
要
因
は
何
か
？

　

そ
れ
ら
の
要
因
を
踏
ま
え
て
、
次
年
度
に
向
け

た
目
標
数
値
を
設
定
し
、
具
体
的
な
方
策
を
打
ち

出
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
行
っ
て
一
連
の
サ
イ
ク
ル

の
完
了
で
す
。

最
後
に

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、﹁
こ
れ
が
経
営
分
析
？
﹂
と

思
わ
れ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。確
か
に
、

経
営
状
態
を
精
査
す
る
に
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
立
派
な
時
系
列
比

較
に
よ
る
分
析
で
す
。
細
か
く
難
し
い
分
析
だ
け

が
経
営
分
析
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
の
時
期
に
は
決
算
書
と
向
き
合
う
機

会
が
あ
り
ま
す
が
、
申
告
が
終
わ
る
と
一
年
間
書

棚
に
し
ま
っ
た
ま
ま
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く
時
間
を
か
け
て
作
成
し
た
貴
重

な
資
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
﹁
少
し
で
も
経
営
の
分
析
を
し
て
み
た
い
﹂、﹁
具

体
的
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
﹂、
と

い
う
方
は
、
中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・
園
芸
課

で
農
業
者
の
経
営
管
理
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

︵
中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・
園
芸
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
内　

彩
絵
︶

経
営
分
析
と
は

　
﹁
経
営
分
析
﹂
と
聞
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使

し
て
数
値
を
入
力
し
、
複
雑
な
計
算
式
に
よ
っ
て

解
析
を
行
う
と
い
っ
た
、
高
度
で
洗
練
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確

か
に
、
大
企
業
な
ど
で
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
た
り
、
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
て

分
析
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

教
科
書
的
に
定
義
す
る
と
、
経
営
分
析
と
は
、

決
算
書
や
作
業
日
誌
等
の
記
録
を
も
と
に
一
定
の

算
式
で
数
値
化
し
、
そ
の
推
移
や
基
準
値
と
の
比

較
検
討
に
よ
り
、
経
営
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。　

農
業
経
営
の
改
善
・
発
展
の

た
め
の
簡
単
な
経
営
分
析

表  青色申告書から見る簡単な経営分析表 単位：千円

年　　度 ４年前 ３年前 ２年前 １年前 本年

総売上高
（収入金額計）

①

経費計 ②

参考
経費項目別上位３項目

1位（ ）：金額（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

2位（ ）：金額（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

3位（ ）：金額（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

農業所得 ①－②＝③

農業所得率（％）
（農業所得/総売上高）

③/①×100
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「
奉
安
殿
」の
こ
と
な
ど

JAのペット火葬 ～移動火葬車によるペットの火葬サービス～

ペット火葬専用ダイヤル　※夜間（18時～８時）はペット火葬業者で対応します。

　長い間一緒に過ごしてきた、大切な家族。もしもお別れの時が来てしまったらすぐに離れてしま
うのはあまりにも切ないから、真心込めてお別れのお手伝いを致します。
ご火葬プランのご紹介　ご家族様のご要望やご都合に合わせた３つのご火葬プランを用意しています

※24時間365日対応致します。01200120--0909--10821082

合　同　火　葬
（※ご返骨不可）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお迎えに参ります。
その後、合同火葬を行います。
合同火葬後のご遺骨は、提携寺
院の納骨堂の合祀墓でご供養い
たします。

14,850円～（税込）

個　別　火　葬
（スタッフによるお骨上げ）
　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺い致します。専
用車にて個別に火葬を行い、ス
タッフが骨壷のお骨をお納めし、
後日、ご自宅へご返骨いたしま
す。

18,150円～（税込）

立会い個別火葬
（ご家族様によるお骨上げ）
　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺いします。専用
車にて個別に火葬を行い、ご家
族にお骨上げをしていただきま
す。骨壷のお骨をおさめ、ご返
骨いたします。

20,350円～（税込）

農

と

歳

時

記

　

二
十
四
節
気
の
大
雪
は
︑
い
よ
い
よ
雪
が

降
り
だ
す
頃
︒
本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え

ま
す
︒か
つ
て
は
雪
で
閉
ざ
さ
れ
た
農
閑
期
に
︑

収
穫
が
終
わ
っ
た
稲
わ
ら
か
ら
１
年
分
の
家

族
の
わ
ら
じ
や
俵
を
編
ん
だ
そ
う
で
す
︒
特

に
こ
の
時
期
は
新
わ
ら
か
ら
お
正
月
の
し
め

縄
を
作
り
︑
縫
い
物
に
も
精
を
出
し
ま
し
た
︒

　

12
月
８
日
は
︑
針
供
養
の
日
︒
普
段
︑
硬

い
も
の
を
縫
っ
て
折
れ
た
り
曲
が
っ
た
り
し

た
針
を
︑
軟
ら
か
い
豆
腐
や
こ
ん
に
ゃ
く
に

刺
し
て
供
養
し
ま
す
︒
こ
の
日
は
﹁
御
事
納

め
︵
お
こ
と
お
さ
め
︶﹂
と
い
い
︑
収
穫
作

業
を
終
え
た
農
具
を
片
付
け
る
日
で
も
あ
り

ま
す
︒

　
二
十
四
節
気
の
冬
至
は
、
一
年
で
最
も
昼

が
短
い
日
で
す
。

　
冬
至
の
夜
に
は
ゆ
ず
湯
に
入
り
ま
す
。
香

り
で
邪
気
を
は
ら
い
、
一
年
無
病
息
災
で
い

ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
至
に
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ
る
と
風

邪
を
ひ
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
に

収
穫
し
た
カ
ボ
チ
ャ
は
、
冬
の
貴
重
な
ビ
タ

ミ
ン
源
と
し
て
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。「
運
の
七

つ
盛
り
」
と
い
っ
て
、カ
ボ
チ
ャ
（
南
京
〈
な

ん
き
ん
〉）・
ダ
イ
コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン
・
レ
ン

コ
ン
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
昆
布
・
う
ど
ん
な
ど

七
つ
の
「
ん
」
が
入
っ
た
も
の
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　
カ
ボ
チ
ャ
と
小
豆
の
「
い
と
こ
煮
」
や
、

小
豆
が
ゆ
を
い
た
だ
く
風
習
も
あ
り
ま
す
。

小
豆
の
赤
色
が
厄
を
は
ら
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

■ 

大
雪
・
針
供
養
︵
た
い
せ
つ
・
は
り
く
よ
う　

２
０
２
５
年
は
12
月
７
日
・
12
月
８
日
︶

■ 

冬
至
︵
と
う
じ　

２
０
２
５
年
は
12
月
22
日
︶

大
雪
・
針
供
養
・
冬
至

和
文
化
講
師
●
滝
井
ひ
か
る

←の日が出荷休みになります。

野菜の荷受休業日野菜の荷受休業日

12
月

の
休
業
日

１
月

の
休
業
日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31
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◯
発
　
行

　
前

橋
市

農
業

協
同

組
合

〒
379-2161

群
馬

県
前

橋
市

富
田

町
2400-1

◯
編
　
集

　
JA

前
橋

市
企

画
管

理
部

総
合

企
画

課
／

編
集

委
員

会

　
TE

L  027-261-3000 ㈹
    FA

X
  027-212-2570

◯
発
行
人

　
代

表
理

事
組

合
長

　
矢
端
幹
男

2
0
2
5

1
2
月
Ｎ
ｏ
.3
9
4

※希望される方は、

前々日までにJA各支所へご連絡ください。

法務・税務相談日

……  各午後２時から本所金融部窓口にて  ……

●法務相談

2026年 １月 ９日㈮・23日㈮

2026年 ２月 ６日㈮・20日㈮

●税務相談

2026年 １月15日㈭・29日㈭

2026年 ２月12日㈭・26日㈭

※各会場での相談会にご来場の際には、日本年金機構から送付された
書類等、年金に関する書類を一緒にご持参ください。

年金無料相談会令和８年１月スケジュール
■ 平日お忙しい方、ご相談承ります。予約もできます。

１/
㈰18 時間：午前９時～11時30分

会場：ＪＡ前橋市　北部支所
　　　前橋市富士見町田島259-1　
TEL：027-288-2233

１/
㈰18 時間：午後１時30分～４時

会場：ＪＡ前橋市　南橘支所
　　　前橋市青栁町339-1　　
TEL：027-231-2686

１/
㈰25 時間：午前９時～11時30分

会場：ＪＡ前橋市　中央支所
　　　前橋市富田町2401-5
TEL：027-261-0219

１/
㈰25 時間：午後１時30分～４時

会場：ＪＡ前橋市　桂萱支所
　　　前橋市上泉町667-6
TEL：027-231-2285

年金無料相談会JA
前橋市の

10月末事業実績10月末事業実績

みんなの JA

総 組 合 員 数

貯　金　総　額

貸 出 金 総 額

長期共済保有額

農畜産物販売総額

購買品供給額

24,416 人
(うち正組合員 9,873 人)

2,366億3,412 万円

762億3,290 万円

4,401億4,090 万円

111億1,234 万円

38億1,986 万円

◆
審
議
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

　
①
令
和
７
年
度　
第
２・四
半
期
実
績
検
討

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
①
各
事
業
の
概
況
と
報
告

10
月
16
日
⋮
本
所
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
審
議
事
項  
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

①	

Ｊ
Ａ
前
橋
市
半
期
開
示

②	

令
和
７
年
度　
第
３・四
半
期
棚
卸
計
画

③	

育
児
介
護
休
業
等
規
程
の
変
更

④	

令
和
７
年
度　
上
半
期
監
事
監
査
結
果

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
①
各
事
業
の
概
況
と
報
告　

10
月
27
日
⋮
本
所
多
目
的
ホ
ー
ル

10
月
の
理
事
会
か
ら

開催日：12月27日（土）～30日（火）
☆12月27日（土）限定 高崎ハム販売
※年内最終営業日 12月30日（火） 午後３時閉店

お問い合わせ先　ＪＡ前橋市  産直ゆうあい館
住所  前橋市富田町2400-1　TEL 027-261-5811

ＪＡ前橋市  産直ゆうあい館
歳末大売り出し
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